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看護系腕壱教育システム (キャリア開発ラダー)実践研修の試み

-インドネシア看護職-の研修を実施して-

実践報告

寺門 とも子1) 喜多 悦子2) 小川 里美1) ェレ-ラ ルルデス1) 本田 多美枝 1)

上村 朋子1) 松尾 和枝 3) 五十嵐 清1)

日本赤十字九州国際看護大学では2012年10月､国際協力機構 (∫ICA)インドネシア看護実践能力弓封ヒプロジェクトの一環と

して､インドネシア看護職の実践力弓封ヒのための継続教育システム (キャリア開発ラダー)実践研修の機会を得た｡この実践研修は

インドネシア保健省をはじめ､看護教育学部を持つインドネシア大学ほか5大学とその協力病院から責任者レ/ウレ看護教育担当者18

名が参加し､日本赤十字九州ブロック医療施設3施設と本学の協力によって行い､一定の成果を得た｡この成果は､引き続き､∫I

CAプロジェクトとして､本学が中心となり､インドネシア国内の看護職現任教育 (インサービストレーニング)に活かし発展させ

ていくこととなった｡本学が企画し､研修の実施評価に関わったので､これまでの経過と成果を報告する｡

キーワード:継続教育システム､赤十字キャリア開発ラダー､インドネシア看護職､

現任教育 (インサービストレーニング)

Ⅰ はじめに

2011年 7月と2012年 2月に､インドネシア国 (以

下イ国)の看護実践力の向上を目指して､同国保健省 ･

看護教育関係者グループが来目し､日本赤十字九州国

際看護大学､福岡赤十字病院､唐津赤十字病院､独立

行政法人国立病院機構九州医療センター､今津赤十字

病院老年病センター､特別養護老人ホーム大寿園など

を訪問した｡一行は､保健省､インドネシア大学看護

学部長 (看護師協会長兼務)､看護大学顧問､他､各地

域の代表的看護大学の学部長などで､わが国の看護の

現状を視察した｡また､2011年 11月には､本学より

学長ほか教員 1名が参加した訪イ調査団により､同国

の看護実態の基礎調査､2012年 5月には詳細調査を実

施した｡これら2回の現地調査後､同年 9月､国際協

力機構 (∫ICA)とイ国保健省の合意が成立し､｢イ

ンドネシア看護実践能力強化プロジェクト｣が開始さ

れた｡

1)日本赤十字九州国際看護大学

2)笹川記念保健協力財団理事長､

前日本赤十字九州国際看護大学

3)前日本赤十字九州国際看護大学

イ国保健省アドバイザーを勤めた江上ら1)によれば､

2012年現在､保健人材の育成制度として､同国では医

師国家試験が2007年から開始され､看護師国家試験制

度も整備中であると述べている｡看護師育成に関して

は､卒前教育の拡充とともに現任教育の整備の必要性

が認識されており､特に看護師のキャリア開発プログ

ラムの欠如を指摘している｡また､開発著しいアジア

の新興国として､イ国では急激な社会変化とともに､

政策変化にともなう地域格差も新たな課題と指摘して

い る｡

これらのことを背景に本プロジェクトは､その第 1

段階に看護継続教育システムとしてキャリア開発ラダ

ーの学習を計画した｡これは､イ国の看護職の看護実

践能力の底上げと意識改善および技術力強化のシステ

ムづくりに必須かつ有益と考えたからである｡プロジ

ェクト対象は､看護基礎教育終了後の現任教育 (イン

サービストレーニング)に焦点をあて､1年目 (2012

年度)は看護継続教育システム(キャリア開発ラダー)

研修がスター トすることになった｡

本学は日本赤十字社九州ブロック11の医療施設と

のネットワークを持っており､大学での看護基礎教育

において協力関係にある｡赤十字キャリア開発ラダー
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を継続教育に導入し､実績をもっている各施設と共同

で今回の研修を実施してきた｡本稿ではその経緯と成

果を報告する｡

Ⅱ 研修目標と研修の実際

1.研修参加者

インドネシア保健省医療制度/看護人材教育担当 3

名､インドネシア大学 (ジャカルタ市)と協力 2病院

3孝一､アイルランガ大学(スラバヤ市)と協力病院3孝一､

パジャジャラン大学(バンデウン市)と協力病院3名､

ハサヌディン大学 (マカッサル市)と協力病院 3名､

北スマトラ大学(メダン市)と協力病院3名の計18名｡

2.研修目標

研修目標1:日本における看護継続教育システム (赤

十字キャリア開発ラダー)について理解す

る｡

研修目標2:キャリア開発ラダーを導入し､運用して

いる医療施設での実際を理解する｡

研修目標3:5大学とパイロット病院とのグループに

よるアクションプランが作成できる｡

3.研修の実際

最初の実践活動は､本学での2週間の座学研修と日

本赤十字社九州ブロック3病院での1週間の現場研修

からなり､継続教育システムとして赤十字キャリア開

発ラダー実践中の3赤十字病院の協力を得た｡

1)1週目研修 (2012.10/29-ll/2)

日本における看護継続教育の理解を進めるために､

大学教員､日本赤十字九州ブロック看護部長代表､九

州ブロックキャリア開発ラダー促進担当者より講義を

行い､グローバル-ルスと看護､看護基礎教育から継

続教育-､赤十字キャリア開発ラダー､赤十字92医療

施設-の組織的取り組み等-の理解を深めた｡

2)2週目研修 (2012.ll/5-ll/9)

3つのグループに分かれて各現場研修施設(日本赤十

字九州ブロック3病院)で実践的研修を実施した｡現場

での教育実践について､講義､施設見学､実際の現任

教育担当者からの説明等を行い､ディスカッションを

行った｡またキャリア開発ラダー各レベルを認定され

ている看護師とのミーティング､また事務部門とのデ

ィスカッションなども希望により実施した｡

3)3週目研修 (2012.ll/12-ll/16)

各グループでの学びを共有し､その後は5大学 ･協

力病院チーム毎にアクションプランを作成した｡最終

日の発表会で関係者の前で発表となった｡

研修最終週には､インドネシア保健省から保健人材

開発 ･活用総局､医療対策総局の局長はじめ3人の関

係者も来学され､研修の様子を見学し､コメントもさ

れていた｡

Ⅱ 結果

1.研修目標達成度

1)研修目標 1

研修生-のアンケート調査によると､5段階評価で

十分達成できたが18名中12名 (66%),達成できたが

6名(22%)で無回答が2名であった｡目標達成度は高く､

88%が日本における継続教育システム (赤十字のキャ

リア開発ラダー)を理解し､日本とインドネシアの看

護実践の違いをふまえて自国での活用をイメージし､

人材育成システム構築手段の現場-の導入も含めて理

解を深めていた｡

2)研修目標2

2週目の協力病院での研修実施によって､インドネ

シアではまだ行われていない看護実践に関する知見や

情報に接することができ､帰国後の継続教育システム

の展開を具体的にイメージすることにつながったと思

われる｡アンケートには病院で実際にキャリア開発ラ

ダーの実施状況を見学したことや､キャリア開発ラダ

ーのレベルを満たすための教育プ ログラムがあること､

キャリア開発ラダーが継続していることなどが有効で

あったと記述されていた｡特に関心が高かったのが､

報酬につながらなくてもモチベーションが高く､ラダ

ーに挑戦している看護師の存在だった｡これは個人の

自己啓発意識が高いことや､ラダーに挑戦することで

自分のやっていることが正しいのか､自分の能力がど

の辺りにあるのかなどの確認ができることなどを直接

各レベルの看護師から聞くことで理解され目標達成で

きた｡

3)研修目標3

今回の研修参加者は､ほとんどがマネージャーレベ

ルであり､アクションプラン作成の必要性について言

及する意見もあった｡一方で､今後の活動について､

組織ニーズと個人ニーズをバランス良くキャリア開発

ラダーシステムを構築すること､看護人材をキャリア

開発ラダーに挑戦するように動機づけて教育し､職業

的な満足感と看護サービスの質向上につなげるなどが

記述されており､具体的な活用内容を含むアクション
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プランがグループ毎に作成されていた｡保健省幹部も

参加している場での発表であり､参加者間でのある程

度の共有がなされていることから研修目標3は達成さ

れた｡

Ⅳ 考察

今回の本学が企画担当した実践研修は目標達成し､

一定の成果が得られた｡今後イ国の看護の現状に合わ

せたキャリア開発ラダーとして完成 ･普及し､継続教

育としての活用を進めていくためには､この研修-参

加した研修生達の自国での活躍が不可欠となる｡同時

にイ国保健省の政策的なリーダーシップと彼らの起用

も重要なポイントとなる｡

日本において日本赤十字キャリア開発ラダーを現任

教育として92医療施設-広げて普及させていくこと

には多くの困難があり､時間を要することでもあった｡

今回の18名の研修参加者のグループとしての凝集

性の高まりは､イ国でのインドネシア版キャリア開発

ラダーの普及に役立つものと考えている｡島喚国であ

り地域格差もあるといわれているが､ネットワークも

出来ており､今後キャリア開発ラダーの活用によって

イ国の看護実践能力を強化していくためのタスクフォ

ースとして活躍が期待できる状況である｡

大塚ら2)は､イ国パンダアチェ津波災害後の現地看

護教育施設-の災害看護導入支援時に､日本赤十字社

看護部と本学とで共同研究を行っている｡この調査研

究によると､イ国の医療現場での看護師の活動は､日

本の看護師の活動とは異なっていることを明らかにし

ている｡また､英バーミンガム大学のD.Hennessyら

とイ国コンサルタントAflarhHilanおよびイ国看護師

協会のYoannaKawonalらの詳細な研究3)4)5)では､

島喚国とい う地理上の困難､世界的経済不況､同国に

特徴的な感染症､そして膨大な人口といった問題はあ

るものの､近年の発展にもかかわらず､同国の保健医

療サービスの質がさほど改善されないのは､全体とし

て人口10万当たりの看護師数が50名､助産師数が26

名であるという量の問題もあるが､十分訓練された(指

導的役割を果たしうる)保健専門家が育っていないた

めであり､そのための取り組みが重要だと指摘してい

る｡

世界最大の多民族国家かつ島喚国である同国では､

これまでPHC (primaryhealthcare)を主体に地域

保健が行われてきた｡イ国の看護師は医師不在の保健

所等での保健医療活動を担う存在として重用されてき

たとい う背景がある｡

これらのことからも看護師の看護実践能力向上のた

めの継続教育システム (キャリア開発ラダー)がイ国

で広がっていくことは､イ国の看護 ･医療の質に大き

な影響を与えることが予測され､人々のQOL(quality

oflife)を左右することにつながる｡

今回､われわれが関与する本プロジェクトは､5年

間を予定しているが､2億4千万人の人口をかかえる

同国で､人々の健康を支え医療を支えるインサービス

看護職のレベルアップと､専門職としての自立 ･自律

をめざして､看護継続教育システムとしてのキャリア

開発ラダーを自国-導入すること､またインサービス

看護師の継続教育の責任を持つ保健省主導に､5大学

があるそれぞれのエリアから同じインドネシア版のキ

ャリア開発ラダーを発信していくことで､今後の看護､

医療の人材育成が進められていくことになる｡イ国の

ニーズでもある災害看護､救急看護などの専門領域の

教育もその中に組み込むことが可能となる｡

今回の研修では詳細な研修内容の理解のために各講

義担当者の許可を得て､インドネシア語翻訳資料を活

用した｡今後の看護継続教育システム (キャリア開発

ラダー)を自国でインサービス看護職に伝え､理解を

得て､広げていくために活用できる資料となると思わ

れる｡

∨ 今後の課題

今回のように日本での医療現場を研修に活用する際､

リスクマネジメントとして研修生の研修実習保険の必

要性について検討が必要であることが明らかになった｡

現場での予期せぬインシデント･アクシデントは､日

本の医療現場では日常的におこり注目されて安全管理

が強化されている現状がある｡患者-の接近がますま

す必要となる実践的研修を行う際にリスク対応のため

の保険加入は必須になってきている｡このプロジェク

トは今後も継続して進められることになっており､次

年度には災害 ･救急クリティカル看護､再来年度には

老年看護がテーマとして取り上げられる予定である｡

ますます現場研修が有効であると同時に､リスクマネ

ジメントを想定して準備をしておくことが必要である｡

また､日本とイ国の社会状況の違いは､個人情報に

関する取り扱いについて特に留意が必要なことも実感

された｡個人情報保護に関する法律が定められて日本

では医療現場で研修 (実習)時には誓約書の提出など

が求められる｡今後の海外からの実践的研修企画の際
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に十分な相互理解の準備が必要となる｡
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別表 1

看護継続教育システムキャリア開発ラダー実践研修担当者 ･協力者 ･協力施設一覧

2012年現在

研修担当者

大学責任者 喜多悦子 (学

長)プロジェクトリーダー

寺門とも子プロジェクトメンバー 小川里美 エレ-ラ.ルルデス

五十嵐清 本田多

美枝上村朋子 松尾和

枝講義担当者 喜多悦子 岡村純

本田多美枝 松尾和枝山勢善江 増山純二

大倉美鶴 エレ-ラ.ルルデス寺門 とも子 小

川里美講義担当 (外部講師) 竹中愛子 大分赤十字病

院看護部長加藤英子 唐津赤十字病院副看護部

長現場研修協力施設福岡赤十字病院

寺坂示豊治院長 松永由紀子看護部長大分赤十字病院 若杉健三院長

竹中愛子看護部長唐津赤十字病院 志田原哲院長 山根恵

子看護部長現場研修コーディネーター

山根理恵子 福岡赤十字病院

佐々木和己 大分赤十字病院下本和子 唐津赤十字病院
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FieldReport

AcontinulngnurSlngeducationtrainingcourseforIndonesiannurses:

Careerdevelopmentladderprqject

TbmokoTERAKADO,RN,MSEd1)EtsukoKIm ,MD,PhD2)SatomiOGAWA,RN,

PhD,1)LourdesHERRERA,RM,PhDl)TamieHONDA,RN,PhDl)Tomoko

UEMURA,RN,MBA.1)KazueMATSUO,RN,MSN3)KiyoshiIGARASHI,MAl)

UndertheauspicesoftheJapanInternationalCooperationAgency(JICA),The

JapaneseRedCrossKyushuInternationalCollegeofNursing(JRCKICN)Organized

andconductedatrainingprogram thataimsatreinfわrcingnursingpracticein

IndonesiabyintroducingtheJapaneseRedCrosscareerdevelopmentladderinnursing

continuingeducationsystem.Atotalof18nursesparticipatedinthetrainingcourse;

theycurrentlyholdlinemanagementpositionsateithertheIndonesianMinistryof

Health,oneofthe5partnerfacultiesofnursing,orpartneruniversityhospitals.The

firstpartofthetrainingprogramwasconductedinclosecollaborationwith3RedCross

HospitalsoftheKyushublock.Resultsattainedintheprogram'S丘rstphasearebeing

appliedduring"inservicetraining"atthenationallevel.Thisreportpresentsthe

programplanningandimplementationprocessesalongwithpreliminaryachievements.

Keywords:Continulngeducationsystem,RedCrosscareerdevelopmentladder,

Indonesiannurses,in-servicetraining

1) TheJapaneseRedCrossKyushuInternationalCollegeofNursing

2)ThechairoftheboardofSasakawaMemorialHealthFoundation,

TheJapaneseRedCrossKyushuInternationalCollegeofNursing(until2012)

3)TheJapaneseRedCrossKyushuInternationalCollegeofNursing(until2012)
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